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(57)【要約】
【課題】この発明は、締着部材の個数を削減し、整風カ
バーパネルの着脱作業性を高め、防風装置の取付作業お
よび整風カバー内の保守点検作業を簡易にできるエレベ
ータのかごを得る。
【解決手段】上整風カバー２１は、第１乃至第４上整風
カバーパネル２２～２５からなる。第１および第２上ガ
イドレールがかご室１１の奥行き方向の前方および後方
の縁部上部に間口方向に延在するように配設される。そ
して、第１および第２上整風カバーパネル２２，２３が
、第１および第２上パネル支持体３０，３１を第１上ガ
イドレールに間口方向の両側からスライド式に嵌合させ
、突き合わせた状態で連結板３４とボルト３５とにより
連結される。さらに、第３および第４上整風カバーパネ
ル２４，２５が、第３および第４上パネル支持体を第２
上ガイドレールに間口方向の両側からスライド式に嵌合
させ、突き合わせた状態で連結板とボルトとにより連結
される。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　かご室と、上記かご室を支持するかご枠と、上記かご室の上部および下部の少なくとも
一方に取り付けられた防風装置と、を備え、昇降路内に昇降自在に配設されるエレベータ
のかごにおいて、
　上記防風装置は、昇降方向に先細り形状に構成されて上記かご室の上面および下面の少
なくとも一方の面を覆う整風カバーと、上記上整風カバーを上記かご室に取り付ける整風
カバー取付機構と、を備え、
　上記整風カバーは、少なくとも上記かご枠の部位で該かご枠の両側に分割された複数の
整風カバーパネルからなり、上記整風カバー取付機構は、上記複数の整風カバーパネルの
それぞれの内壁面に取り付けられた複数のパネル支持体と、上記複数のパネル支持体のそ
れぞれに対応するように上記かご枠の上枠および下枠の少なくとも一方に取り付けられて
所定方向に延在する複数のガイドレールと、を有し、上記複数の整風カバーパネルが、そ
れぞれ、上記パネル支持体を、対応する上記ガイドレールに当該ガイドレールの延在方向
からスライド式に嵌合させて、互いに隙間無く取り付けられていることを特徴とするエレ
ベータのかご。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、エレベータのかごに関し、特にかご室の上面および下面に装備される整風
カバーの取付構造に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来のエレベータのかごの整風カバーは、一端がかご室の上面および下面の周縁部に固
定され、他端がかご枠の上枠および下枠に固定された枠と、かご室の上面および下面を覆
うように枠にボルトにより締結された整風カバーパネルと、によって構成され、昇降方向
に先細り形状に形成されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
【特許文献１】特開平６－３０５６６７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　このように、従来のエレベータのかごの整風カバーは、整風カバーパネルの縁部をかご
室と上枠あるいは下枠との間に架設された枠に多数のボルトを用いて締結して取り付けら
れている。そこで、煩雑なボルトの着脱作業が多くなり、整風カバーパネルの着脱作業性
が低下し、整風カバーの取付作業、あるいは撤去作業に時間がかかってしまう。
　また、整風カバーの内部を保守点検する場合には、その都度、ボルトを取り外して整風
カバーパネルを取り外して保守点検を行い、保守点検終了後、再度整風カバーパネルをボ
ルトにより枠に締結することになり、保守点検作業が極めて煩雑なものとなってしまう。
そこで、整風カバーパネルに点検口を設けて、煩雑な整風カバーパネルの着脱作業を回避
できたとしても、整風カバー内の作業スペースが狭く、保守点検作業性が悪化してしまう
とともに、部品点数が増大し、低コスト化が図れない。
【０００５】
　この発明は、このような課題を解決するためになされたものであって、整風カバーを構
成する整風カバーパネルに取り付けられたパネル支持体をかご枠に取り付けられたガイド
レールにスライド式に嵌合させるようにして、締着部材の個数を削減し、整風カバーパネ
ルの着脱作業性を高めて、防風装置の取付作業および整風カバー内での保守点検作業を簡
易にできるエレベータのかごを得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
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　この発明によるエレベータのかごは、かご室と、上記かご室を支持するかご枠と、上記
かご室の上部および下部の少なくとも一方に取り付けられた防風装置と、を備えている。
そして、上記防風装置は、昇降方向に先細り形状に構成されて上記かご室の上面および下
面の少なくとも一方の面を覆う整風カバーと、上記上整風カバーを上記かご室に取り付け
る整風カバー取付機構と、を備えている。さらに、上記整風カバーは、少なくとも上記か
ご枠の部位で該かご枠の両側に分割された複数の整風カバーパネルからなり、上記整風カ
バー取付機構は、上記複数の整風カバーパネルのそれぞれの内壁面に取り付けられた複数
のパネル支持体と、上記複数のパネル支持体のそれぞれに対応するように上記かご枠の上
枠および下枠の少なくとも一方に取り付けられて所定方向に延在する複数のガイドレール
と、を有し、上記複数の整風カバーパネルが、それぞれ、上記パネル支持体を、対応する
上記ガイドレールに当該ガイドレールの延在方向からスライド式に嵌合させて、互いに隙
間無く取り付けられている。
【発明の効果】
【０００７】
　この発明によれば、整風カバーを構成する複数の整風カバーパネルが、それぞれ、パネ
ル支持体を、対応するガイドレールに、当該ガイドレールの延在方向からスライド式に嵌
合させて、互いに隙間無く取り付けられているので、整風カバーパネルを固定するための
締着部材の個数を大幅に削減できる。そこで、煩雑な締着部材の着脱作業が少なくなり、
整風カバーパネルの着脱作業性が高められ、防風装置の取付作業および整風カバー内の保
守点検作業を簡易にできる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　図１はこの発明の一実施の形態に係るエレベータのかごを適用するエレベータの構成を
模式的に示す断面図、図２はこの発明の一実施の形態に係るエレベータのかごを出入り口
側から見た斜視図、図３はこの発明の一実施の形態に係るエレベータのかごを昇降路側か
ら見た斜視図、図４はこの発明の一実施の形態に係るエレベータのかごの整風カバーの取
付前の状態を示す斜視図、図５は図２のＶ－Ｖ矢視断面図、図６および図７はそれぞれこ
の発明の一実施の形態に係るエレベータのかごにおける上整風カバーの取付方法を説明す
る斜視図である。
【０００９】
　図１において、駆動綱車３およびそらせ車４が昇降路１の上部に形成された機械室２内
に設置され、かご１０およびつり合いおもり６が駆動綱車３とそらせ車４とに掛け渡され
て昇降路１内に垂下された主ロープ５に吊り下げられている。このように構成されたエレ
ベータは、駆動綱車３がエレベータ制御盤７により駆動制御され、かご１０およびつり合
いおもり６がかご用ガイドレールおよびつり合いおもり用ガイドレール（図示せず）に案
内されて昇降路１内を昇降する。
【００１０】
　つぎに、かご１０の構成について図２乃至図７を参照しつつ説明する。
　かご１０は、かご室１１と、かご室１１を支持するかご枠１６と、かご室１１の上部お
よび下部に装着された防風装置２０と、を備えている。
　かご室１１は、かご床１２、かご床１２上に立設され、かご室１１内を昇降路１に対し
て隔離する側壁１３、側壁１３の上部を塞口する天井１４、乗り場８との間で利用者の乗
降を行う出入り口の戸１５、などを備えている。
【００１１】
　かご枠１６は、平行に配置された上枠１７と下枠１８との両端を一対の縦枠１９により
連結した枠状に作製されている。そして、かご室１１が、出入り口の戸１５の開閉方向（
出入り口の間口方向）に平行に配置された下枠１８に、かご床１２の奥行き方向の略中央
部を支持されて、かご枠１６に保持されている。さらに、駆動綱車３に掛け渡されて昇降
路１内に垂下された主ロープ５の端部が、吊り金具（図示せず）を介して上枠１７に取付
られている。また、フード９が主ロープ５を連結する吊り金具を覆うように上枠１７に取
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り付けられている。なお、図示していないが、下枠１８には、非常止め装置、移動ケーブ
ル等の吊り金具などが設けられている。
【００１２】
　防風装置２０は、かご室１１の上面を覆うように装着される昇降方向の上昇方向に先細
り形状に作製された上整風カバー２１と、かご室１１の下面を覆うように装着される昇降
方向の下降方向に先細り形状に作製された下整風カバー４１と、上整風カバー２１を上枠
１７に取り付ける上整風カバー取付機構と、下整風カバー４１を下枠１８に取り付ける下
整風カバー取付機構と、を備えている。
【００１３】
　上整風カバー２１は、それぞれアルミニウム板、鋼板、樹脂板などで作製され、かご枠
１６の部位で奥行き方向に２分割され、さらに間口方向に２分割された第１乃至第４上整
風カバーパネル２２～２５から構成されている。
【００１４】
　第１上整風カバーパネル２２は、かご室１１の上面の奥行き方向の前半分（出入り口側
）の間口方向の一側を覆うもので、かご室１１の奥行き方向の前方の側壁と平行な側面部
２２ａと、かご室１１の上面からの高さが間口方向の中央から一端に向かって漸次低くな
る円筒面の一部で構成された周面部２２ｂと、を備える。第２上整風カバーパネル２３は
、かご室１１の上面の奥行き方向の前半分の間口方向の他側を覆うもので、かご室１１の
奥行き方向の前方の側壁と平行な側面部２３ａと、かご室１１の上面からの高さが間口方
向の中央から他端に向かって漸次低くなる円筒面の一部で構成された周面部２３ｂと、を
備える。そして、第１および第２上整風カバーパネル２２，２３の周面部２２ｂ，２３ｂ
の奥行き方向の後方の周縁には、それぞれ、上枠１７およびフード９との干渉を避ける切
り欠きが形成されている。
【００１５】
　第３上整風カバーパネル２４は、かご室１１の上面の奥行き方向の後半分（出入り口と
反対側）の間口方向の一側を覆うもので、かご室１１の上面からの高さが間口方向の中央
から一端に向かって漸次低くなり、かつ奥行き方向の中央から後端に向かって漸次低くな
る曲面で構成された周面部２４ａを備える。第４上整風カバーパネル２５は、かご室１１
の上面の奥行き方向の後半分の間口方向の他側を覆うもので、かご室１１の上面からの高
さが間口方向の中央から他端に向かって漸次低くなり、かつ奥行き方向の中央から後端に
向かって漸次低くなる曲面で構成された周面部２５ａを備える。そして、第３および第４
上整風カバーパネル２４，２５の周面部２４ａ，２５ａの奥行き方向の前方の周縁には、
それぞれ、上枠１７およびフード９との干渉を避ける切り欠きが形成されている。
【００１６】
　上整風カバー取付機構は、支持腕２７を介して上枠１７に取り付けられ、かご室１１の
上面の奥行き方向の前方の縁部上方に、間口方向に延設された第１上ガイドレール２８と
、支持腕２７を介して上枠１７に取り付けられ、かご室１１の上面の奥行き方向の後方の
縁部上方に、間口方向に延設された第２上ガイドレール２９と、第１上整風カバーパネル
２２の側面部２２ａの内壁面に固着され、間口方向の一端側から第１上ガイドレール２８
にスライド式に嵌着される第１上パネル支持体３０と、第２上整風カバーパネル２３の側
面部２３ａの内壁面に固着され、間口方向の他端側から第１上ガイドレール２８にスライ
ド式に嵌着される第２上パネル支持体３１と、第３上整風カバーパネル２４の周面部２４
ａの内壁面に固着され、間口方向の一端側から第２上ガイドレール２９にスライド式に嵌
着される第３上パネル支持体３２と、第４上整風カバーパネル２５の周面部２５ａの内壁
面に固着され、間口方向の他端側から第２上ガイドレール２９にスライド式に嵌着される
第４上パネル支持体３３と、を備えている。
【００１７】
　さらに、上整風カバー取付機構は、第１および第２上整風カバーパネル２２，２３の突
き合わせ部、さらに第３および第４上整風カバーパネル２４，２５の突き合わせ部をそれ
ぞれ連結する連結板３４とボルト３５と、を備えている。なお、連結板３４は、第１上整
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風カバーパネル２２の側面部２２ａの内壁面および第３上整風カバーパネル２４の周面部
２４ａの内壁面に固着されている。ここで、第１上パネル支持体３０は、図５に示される
ように、係合片３０ａを有する断面形状の長尺体であり、第１上ガイドレール２８は、係
合片３０ａを嵌合する断面形状の長尺体である。また、第２乃至第４上パネル支持体３１
，３２，３３も、第１上パネル支持体３０と同様に作製されている。さらに、第２上ガイ
ドレール２９も、第１上ガイドレール２８と同様に作製されている。
【００１８】
　下整風カバー４１は、それぞれアルミニウム板、鋼板、樹脂板などで作製され、かご枠
１６の部位で奥行き方向に２分割され、さらに間口方向に２分割された第１乃至第４下整
風カバーパネル４２～４５から構成されている。
【００１９】
　第１下整風カバーパネル４２は、かご室１１の下面の奥行き方向の前半分（出入り口側
）の間口方向の一側を覆うもので、かご室１１の奥行き方向の前方の側壁と平行な側面部
４２ａと、かご室１１の下面からの高さが間口方向の中央から一端に向かって漸次低くな
る円筒面の一部で構成された周面部４２ｂと、を備える。第２下整風カバーパネル４３は
、かご室１１の下面の奥行き方向の前半分の間口方向の他側を覆うもので、かご室１１の
奥行き方向の前方の側壁と平行な側面部４３ａと、かご室１１の下面からの高さが間口方
向の中央から他端に向かって漸次低くなる円筒面の一部で構成された周面部４３ｂと、を
備える。そして、第１および第２下整風カバーパネル４２，４３の周面部４２ｂ，４３ｂ
の奥行き方向の後方の周縁には、それぞれ、下枠１８との干渉を避ける切り欠きが形成さ
れている。
【００２０】
　第３下整風カバーパネル４４は、かご室１１の下面の奥行き方向の後半分（出入り口と
反対側）の間口方向の一側を覆うもので、かご室１１の下面からの高さが間口方向の中央
から一端に向かって漸次低くなり、かつ奥行き方向の中央から後端に向かって漸次低くな
る曲面で構成された周面部４４ａを備える。第４下整風カバーパネル４５は、かご室１１
の下面の奥行き方向の後半分の間口方向の他側を覆うもので、かご室１１の下面からの高
さが間口方向の中央から他端に向かって漸次低くなり、かつ奥行き方向の中央から後端に
向かって漸次低くなる曲面で構成された周面部４５ａを備える。そして、第３および第４
下整風カバーパネル４４，４５の周面部４４ａ，４５ａの奥行き方向の前方の周縁には、
それぞれ、下枠１８との干渉を避ける切り欠きが形成されている。
【００２１】
　下整風カバー取付機構は、支持腕４７を介して下枠１８に取り付けられ、かご室１１の
下面の奥行き方向の前方の縁部下方に、間口方向に延設された第１下ガイドレール４８と
、支持腕４７を介して下枠１８に取り付けられ、かご室１１の下面の奥行き方向の後方の
縁部下方に、間口方向に延設された第２下ガイドレール４９と、第１下整風カバーパネル
４２の側面部４２ａの内壁面に固着され、間口方向の一端側から第１下ガイドレール４８
にスライド式に嵌着される第１下パネル支持体５０と、第２下整風カバーパネル４３の側
面部４３ａの内壁面に固着され、間口方向の他端側から第１下ガイドレール４８にスライ
ド式に嵌着される第２下パネル支持体５１と、第３下整風カバーパネル４４の周面部４４
ａの内壁面に固着され、間口方向の一端側から第２下ガイドレール４９にスライド式に嵌
着される第３下パネル支持体５２と、第４下整風カバーパネル４５の周面部４５ａの内壁
面に固着され、間口方向の他端側から第２下ガイドレール４９にスライド式に嵌着される
第４下パネル支持体５３と、を備えている。
【００２２】
　さらに、下整風カバー取付機構は、第１および第２下整風カバーパネル４２，４３の突
き合わせ部、さらに第３および第４上整風カバーパネル４４，４５の突き合わせ部をそれ
ぞれ連結する連結板５４とボルト５５と、を備えている。なお、連結板５４は、第１下整
風カバーパネル４２の側面部４２ａの内壁面および第３下整風カバーパネル４４の周面部
４４ａの内壁面に固着されている。ここで、第１乃至第４下パネル支持体５０，５１，５
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２，５３は、第１乃至第４上パネル支持体３０，３１，３２，３３と同様に作製され、第
１および第２下ガイドレール４８，４９は、第１および第２上ガイドレール２８，２９と
同様に作製されている。
【００２３】
　つぎに、このように構成された防風装置２０の取付方法について説明する。
　まず、図４に示されるように、第１および第２上ガイドレール２８，２９が、かご室１
１の上面の奥行き方向の前方および後方の縁部上方に、かつ間口方向に延在するように、
支持腕２７を介して上枠１７に取り付けられる。また、第１および第２下ガイドレール４
８，４９が、かご室１１の下面の奥行き方向の前方および後方の縁部下方に、かつ間口方
向に延在するように、支持腕４７を介して下枠１８に取り付けられる。
【００２４】
　ついで、図６に矢印で示されるように、かご室１１の間口方向の一側から第３上パネル
支持体３２を第２上ガイドレール２９にスライド式に嵌合させて、第３上整風カバーパネ
ル２４をかご室１１に装着する。また、図６に矢印で示されるように、かご室１１の間口
方向の他側から第４上パネル支持体３３を第２上ガイドレール２９にスライド式に嵌合さ
せて、第４上整風カバーパネル２５をかご室１１に装着する。そして、ボルト３５を第４
上整風カバーパネル２５を挿通させて連結板３４に螺着し、第３上整風カバーパネル２４
と第４上整風カバーパネル２５とを突き合わせた状態で連結する。これにより、かご室１
１の上面の奥行き方向の後方半分が第３上整風カバーパネル２４と第４上整風カバーパネ
ル２５とにより覆われる。このとき、第３および第４上整風カバーパネル２４，２５とか
ご枠１６およびフード９との干渉は、第３および第４上整風カバーパネル２４，２５の周
壁に形成された切り欠きにより回避される。
【００２５】
　そして、連結一体化された第３および第４上整風カバーパネル２４，２５は、第３およ
び第４上パネル支持体３２，３３と第２上ガイドレール２９との嵌合により、第２上ガイ
ドレール２９の延設方向、すなわち間口方向の移動を除く移動が規制されている。さらに
、連結一体化された第３および第４上整風カバーパネル２４，２５は、第３および第４上
整風カバーパネル２４，２５の周面部２４ａ，２５ａと第２上ガイドレール２９との当接
により、第２上ガイドレール２９の延設方向、すなわち間口方向の移動が規制されている
。そこで、第３および第４上整風カバーパネル２４，２５をかご室１１に直接的に固定す
る締着手段などが不要となる。
【００２６】
　ついで、図７に矢印で示されるように、かご室１１の間口方向の一側から第１上パネル
支持体３０を第１上ガイドレール２８にスライド式に嵌合させて、第１上整風カバーパネ
ル２２をかご室１１に装着する。また、図７に矢印で示されるように、かご室１１の間口
方向の他側から第２上パネル支持体３１を第１上ガイドレール２８にスライド式に嵌合さ
せて、第２上整風カバーパネル２３をかご室１１に装着する。そして、ボルト３５を第２
上整風カバーパネル２３を挿通させて連結板３４に螺着し、第１上整風カバーパネル２２
と第２上整風カバーパネル２３とを突き合わせた状態で連結する。これにより、かご室１
１の上面の奥行き方向の前方半分が第１上整風カバーパネル２２と第２上整風カバーパネ
ル２３とにより覆われる。このとき、第１および第２上整風カバーパネル２２，２３とか
ご枠１６およびフード９との干渉は、第１および第２上整風カバーパネル２２，２３の周
壁に形成された切り欠きにより回避される。
【００２７】
　そして、連結一体化された第１および第２上整風カバーパネル２２，２３は、第１およ
び第２上パネル支持体３０，３１と第１上ガイドレール２８との嵌合により、第１上ガイ
ドレール２８の延設方向、すなわち間口方向の移動を除く移動が規制されている。さらに
、連結一体化された第１および第２上整風カバーパネル２２，２３は、第１および第２上
整風カバーパネル２２，２３の周面部２２ｂ，２３ｂと第１上ガイドレール２８との当接
により、第１上ガイドレール２８の延設方向、すなわち間口方向の移動が規制されている
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。そこで、第１および第２上整風カバーパネル２２，２３と第３および第４上整風カバー
パネル２４，２５とは、必ずしも連結一体化される必要はない。さらに、第１および第２
上整風カバーパネル２２，２３をかご室１１に直接的に固定する締着手段などが不要とな
る。
【００２８】
　ついで、図示していないが、かご室１１の間口方向の両側から第３および第４下パネル
支持体５２，５３をそれぞれ第２下ガイドレール４９にスライド式に嵌合させて、第３お
よび第４下整風カバーパネル４４，４５をかご室１１に装着する。そして、ボルト５５を
第４下整風カバーパネル４５を挿通させて連結板５４に螺着し、第３下整風カバーパネル
４４と第４下整風カバーパネル４５とを突き合わせた状態で連結する。そして、連結一体
化された第３および第４下整風カバーパネル４４，４５は、第３および第４下パネル支持
体５２，５３と第２下ガイドレール４９との嵌合により、間口方向の移動を除く移動が規
制され、第３および第４下整風カバーパネル４４，４５の周面部４４ａ，４５ａと第２下
ガイドレール４９との当接により、間口方向の移動が規制されている。そこで、第３およ
び第４下整風カバーパネル４４，４５をかご室１１に直接的に固定する締着手段などが不
要となる。
【００２９】
　さらに、図示していないが、かご室１１の間口方向の両側から第１および第２下パネル
支持体５０，５１をそれぞれ第１下ガイドレール４８にスライド式に嵌合させて、第１お
よび第２下整風カバーパネル４２，４３をかご室１１に装着する。そして、ボルト５５を
第２下整風カバーパネル４３を挿通させて連結板５４に螺着し、第１下整風カバーパネル
４２と第２下整風カバーパネル４３とを突き合わせた状態で連結する。そして、連結一体
化された第１および第２下整風カバーパネル４２，４３は、第１および第２下パネル支持
体５０，５１と第１下ガイドレール４８との嵌合により、間口方向の移動を除く移動が規
制され、第１および第２下整風カバーパネル４２，４３の周面部４２ｂ，４３ｂと第１下
ガイドレール４８との当接により、間口方向の移動が規制されている。そこで、第１およ
び第２下整風カバーパネル４２，４３と第３および第４下整風カバーパネル４４，４５と
は、必ずしも連結一体化される必要はない。さらに、第１および第２下整風カバーパネル
４２，４３をかご室１１に直接的に固定する締着手段などが不要となる。
【００３０】
　このようにして、第１乃至第４上整風カバーパネル２２～２５からなる上整風カバー２
１がかご室１１の上面を覆うように配設され、第１乃至第４下整風カバーパネル４２～４
５からなる下整風カバー４１がかご室１１の下面を覆うように配設されて、防風装置２０
がかご室１１に装着される。
【００３１】
　つぎに、上整風カバー２１の内部を保守点検する場合について説明する。
　まず、ボルト３５を連結板３４から取り外し、第１上整風カバーパネル２２と第２上整
風カバーパネル２３との連結を解除する。そして、第１上ガイドレール２８を案内にして
第１および第２上整風カバーパネル２２，２３を間口方向の両側にスライド移動し、第１
および第２上整風カバーパネル２２，２３を取り外す。また、必要に応じ、同様にして、
第３および第４上整風カバーパネル２４，２５を取り外す。これにより、かご室１１の上
面が開放され、保守点検が行われる。
　なお、下整風カバー４１の内部の保守点検においても、第１乃至第４下整風カバーパネ
ル４２～４５を同様に取り外すことになる。
【００３２】
　このように構成されたかご１０では、上昇方向に先細り形状に形成された上整風カバー
２１がかご室１１の上面を覆うように配設され、下降方向に先細り形状に形成された下整
風カバー４１がかご室１１の下面を覆うように配設されている。そこで、かご１０が高速
で昇降する際に、かご１０の外の空気が上整風カバー２１、あるいは下整風カバー４１に
よりかご室１１の外周縁部側に誘導される。これにより、かご１０の周囲の空気流に乱れ
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が生じにくくなり、かご１０の昇降による風切り音の発生が抑制される。
【００３３】
　また、第１および第２上パネル支持体３０，３１が第１および第２上整風カバーパネル
２２，２３の側面部２２ａ，２３ａの内壁面に間口方向に延在するように取り付けられて
いるので、第１および第２上整風カバーパネル２２，２３の強度が高められる。第３およ
び第４上パネル支持体３２，３３が第３および第４上整風カバーパネル２４，２５の周面
部２４ａ，２５ａの内壁面に間口方向に延在するように取り付けられているので、第３お
よび第４上整風カバーパネル２４，２５の強度が高められる。同様に、第１乃至第４下整
風カバーパネル４２～４５の強度が高められる。そこで、上整風カバー２１および下整風
カバー４１の耐久性を向上できる。
【００３４】
　また、第１および第２上整風カバーパネル２２，２３が、第１上ガイドレール２８にス
ライド式に嵌合でき、かつ突き合わせた状態で連結板３４とボルト３５とにより連結一体
化されるように構成されている。第３および第４上整風カバーパネル２４，２５が、第２
上ガイドレール２９にスライド式に嵌合でき、かつ突き合わせた状態で連結板３４とボル
ト３５とにより連結一体化されるように構成されている。さらに、第１および第２下整風
カバーパネル４２，４３が、第１下ガイドレール４８にスライド式に嵌合でき、かつ突き
合わせた状態で連結板５４とボルト５５とにより連結一体化されるように構成されている
。第３および第下上整風カバーパネル４４，４５が、第２下ガイドレール４９にスライド
式に嵌合でき、かつ突き合わせた状態で連結板５４とボルト５５とにより連結一体化され
るように構成されている。そこで、上整風カバー２１および下整風カバー４１の取り付け
／取り外し作業を煩雑なものとするボルトによる締結箇所が著しく少なくなる。これによ
り、防風装置２０の据え付け作業や保守点検時の上整風カバー２１や下整風カバー４１の
着脱作業における作業負荷が軽減され、作業時間を短縮できる。さらに、従来必要であっ
た上整風カバー２１や下整風カバー４１に点検口を設けることもなくなり、部品点数の増
大に伴う高コスト化が抑えられる。
【００３５】
　ここで、第１および第２上ガイドレールの延在方向について検討する。なお、第１およ
び第２下ガイドレールについても同様であるので、その説明は省略する。
【００３６】
　上記説明では、第１および第２上ガイドレールを、かご室の奥行き方向の前方および後
方の縁部上方に、間口方向に延在するように上枠に取り付けるものとしているが、第１お
よび第２上ガイドレールを、かご室の間口方向の一側および他側の縁部上方に、奥行き方
向に延在するように上枠に取り付けてもよい。
【００３７】
　この場合、第１乃至第４上パネル支持体も奥行き方向に延在するように第１乃至第４上
整風カバーパネルの周面部の内壁面に取り付ける。そして、第１および第２パネル支持体
を奥行き方向の前方から第１および第２上ガイドレールにスライド式に嵌合させて、第１
および第２上整風カバーパネルを装着する。同様に、第３および第４パネル支持体を奥行
き方向の後方から第１および第２上ガイドレールにスライド式に嵌合させて、第３および
第４上整風カバーパネルを装着する。ついで、第１および第３上整風カバーパネルを連結
し、第２および第４上整風カバーパネルを連結すればよい。この場合においては、第１お
よび第２上整風カバーパネルを一体物で作製し、第３および第４上整風カバーパネルを一
体物で作製してもよい。
【００３８】
　また、第１および第２上ガイドレールを、かご室の奥行き方向の前方および後方の縁部
上方に、かつ間口方向の一側半分に、間口方向に延在するように上枠に取り付け、第３上
ガイドレールを、かご室の間口方向の他側の縁部上方に、奥行き方向に延在するように上
枠に取り付けてもよい。
【００３９】
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　この場合、第１および第３上パネル支持体は間口方向に延在するように第１および第３
上整風カバーパネルの側面部の内壁面に取り付け、第２および第４上パネル支持体は奥行
き方向に延在するように第２および第４上整風カバーパネルの周面部の内壁面に取り付け
る。そして、第１および第３パネル支持体を間口方向の一側から第１および第２上ガイド
レールにスライド式に嵌合させて、第１および第３上整風カバーパネルを装着する。同様
に、第２および第４パネル支持体を奥行き方向の前方および後方から第３上ガイドレール
にスライド式に嵌合させて、第２および第４上整風カバーパネルを装着する。ついで、第
１および第２上整風カバーパネルを連結し、第３および第４上整風カバーパネルを連結す
ればよい。
【００４０】
　なお、上記実施の形態では、防風装置がかご室の上部および下部に取り付けられている
ものとしているが、防風装置はかご室の上部および下部の少なくとも一方に取り付けられ
ていればよい。
　また、上記実施の形態では、上整風カバーおよび下整風カバーは、それぞれ間口方向と
奥行き方向にそれぞれ２分割されて構成されているものとしているが、上整風カバーおよ
び下整風カバーの分割数は、これに限定されるものではなく、少なくともかご室を支持す
るかご枠との干渉を避けるためにかご枠の部位で両側に分割されていればよい。
【００４１】
　また、上記実施の形態では、かご室が、かご床を間口方向に平行に配置された下枠に支
持されてかご枠に保持されているものとしているが、かご室は、かご床を間口方向と所定
の角度をもつ下枠に支持されてかご枠に保持されていてもよい。
　また、上記実施の形態では、パネル支持体がスライド式に嵌合されるガイドレールを間
口方向、あるいは奥行き方向に延在するように配設するものとしているが、ガイドレール
の延在方向は間口方向、あるいは奥行き方向に限定されるものではなく、分割構成される
整風カバーパネルの形状やパネル支持体の設置方向に合わせて適宜設定すればよい。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】この発明の一実施の形態に係るエレベータのかごを適用するエレベータの構成を
模式的に示す断面図である。
【図２】この発明の一実施の形態に係るエレベータのかごを出入り口側から見た斜視図で
ある。
【図３】この発明の一実施の形態に係るエレベータのかごを昇降路側から見た斜視図であ
る。
【図４】この発明の一実施の形態に係るエレベータのかごの整風カバーの取付前の状態を
示す斜視図である。
【図５】図２のＶ－Ｖ矢視断面図である。
【図６】この発明の一実施の形態に係るエレベータのかごにおける上整風カバーの取付方
法を説明する斜視図である。
【図７】この発明の一実施の形態に係るエレベータのかごにおける上整風カバーの取付方
法を説明する斜視図である。
【符号の説明】
【００４３】
　１０　かご、１１　かご室、１６　かご枠、２０　防風装置、２１　上整風カバー、２
２　第１上整風カバーパネル、２３　第２上整風カバーパネル、２４　第３上整風カバー
パネル、２５　第４上整風カバーパネル、２８　第１上ガイドレール（上整風カバー取付
機構）、２９　第２上ガイドレール（上整風カバー取付機構）、３０　第１上パネル支持
体（上整風カバー取付機構）、３１　第２上パネル支持体（上整風カバー取付機構）、３
２　第３上パネル支持体（上整風カバー取付機構）、３３　第４上パネル支持体（上整風
カバー取付機構）、３４　連結板（上整風カバー取付機構）、３５　ボルト（上整風カバ
ー取付機構）、４１　下整風カバー、４２　第１下整風カバーパネル、４３　第２下整風



(10) JP 2010-143691 A 2010.7.1

カバーパネル、４４　第３下整風カバーパネル、４５　第４下整風カバーパネル、４８　
第１下ガイドレール（下整風カバー取付機構）、４９　第２下ガイドレール（下整風カバ
ー取付機構）、５０　第１下パネル支持体（下整風カバー取付機構）、５１　第２下パネ
ル支持体（下整風カバー取付機構）、５２　第３下パネル支持体（下整風カバー取付機構
）、５３　第４下パネル支持体（下整風カバー取付機構）、５４　連結板（下整風カバー
取付機構）、５５　ボルト（下整風カバー取付機構）。

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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